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作家・北杜夫と操うつ病

一一双極性障害の診断一一

同橋 ＊
 散ワ4E

’
松下正明半早

〈抄録〉作家・北杜夫（1927～2011年）（本名：斎藤宗吉）は，『どくとるマンボウ航海記j『検

家の人々 .］ r輝ける碧き空の下で』などの作品で知られ また自身が精神科医であり，かつ操う

つ病に擢患していたことを公にしたことでも有名である。北杜夫を病跡学研究の対象とするに

あたり，序論である本稿では，双極性障害と診断することの妥当性を検討した。エッセイ等の

資料から操病エピソードと抑うつエピソードを概観し， DSM-5の診断基準と照らし合わせた。

その結果， 「双極 I型障害」と診断した。また特に，初回の燥病エピソー ドといわれている 39

歳時から 5年間の気分変動に着目したところ，「急速交代型」「混合状態」の特徴を有した時期

があったものと考えられた。

I はじめに

北杜夫（本名：斎藤宗吉） (1927～2011年）

は，近代日本を代表する作家のひとりであり，

純文学『夜と霧の隅でj，大河小説『検家の人び

とJ，エッセイ『どくとるマンボウ航海記Jなど

の作品で知られる。また自身が精神科医であ

り，かつ操うつ病に，寵患していることを公にし

たことでもよく知られている。編集者の斎藤国

夫は，追悼集において次のように述べている。

北の死を伝える各紙の記事で，北の操欝病のこ

とを紹介し北によって操欝病への社会の理解が

進んだことを功績としてあげているものが多かっ

た。青山脳病院の子として生まれ注！）＇精神病への

社会の偏見にひそかに抗議していた北にとっては

本望だ、ったに違いない35)0 
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一方で作家の磯崎憲一郎は，「北杜夫は日本

文学史におけるひとつの源流だと思っていま

す。追悼文の多くは，北さんが大変な人気作家

であったことと，操欝病に対する世間一般の理

解を深めた功績を讃えていて もちろんそれは

その通りなのですが，北さんが現代文学に与え

た影響について もっと書かれてしかるべき

だ、ったと思います。太宰治や三島由紀夫から小

説に入る人も多いでしょうが，北杜夫はそれと

はまた別の流れを作った人だと思いますし，自

分もその流れを受け継いだひとりでいたいと

思っています」と語っているヘ

北社夫とその作品への評価は， 2011年の没後

も衰えることなく 2016年には小説『ぼくのお

じさん』 (1972年に発刊） 11)が映画公開された。

20日年には，親族から信州大学附属図書館に蔵

書寄贈があり，「北杜夫文庫Jが創設され，その

注 1）父は歌人で精神科医の斎藤茂吉，祖父は青山脳病

院を経営した精神科医の斎藤紀ーで，斎藤家をモデルにし

た大河小説が 『検家の人びと』である。三島由紀夫は，本小

説の推薦文で，「戦後に書かれた最も重要な小説のひとつで

ある」「これほど巨大で，しかも不健全な観念性をみごとに

脱却した小説を，今までわれわれは夢想することもできな

かった」「これこそ小説なのだ！」と激賞した。
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記念講演会（長女・斎藤由香氏）には多くの一

般聴講者が参加しだ主2）。河出書房新社は， 2012

年に追悼総特集『北杜夫どくとるマンボウ文

学館』5.35.38）を発刊したが， 2016年にも，新たに

発見された資料（最初期の小説等）を増補し

没後5年増補新版として刊行している。また宝

島社からも『北杜夫マンボウ文学読本』34lが刊

行された。

2016年5月14日の日本経済新聞に掲載され

た文筆家の宮田盛栄ii3）による短文 「交遊抄」に

は，北杜夫の影響力を物語るひとつの逸話が記

されている。

中央公論社の文芸誌 『海』が休刊になる直前の

1984年 3月，私のデスクに北社夫氏宛の手紙が届

いた。差出人は岡山県倉敷に住む高校生。（中略）

中学の頃から北文学を愛読してきた少年は「北さ

んのように医者になり，そ して文学者になりたい

です」と書いていた。その文章には明敏な客観性

があり，清新な感受性， ユーモアが溢れ出ていた。

私は例外的に手紙を北さんに手渡し，その場で返

信を書いていただいた。欝気味の北さんも 「質の

よいユーモアだなあJと，思わず笑ったほど，少年

の手紙は私たちを動かした。それから 32年，北杜

夫につながる彼との交流は生きている。志望どお

り広島大学医学部に進学した大毛宏喜少年は，後

に広島大学病院の医師となり，現在は 6年前に新

設された感染症科の教授である。（中略）北さんの

死を悼む 2011年 12月の手紙に大毛教授はこう記

している。「北さんの本は田舎の中学生をこんな風

に育ててくれま した……」

作家・北杜夫は，作品と作家性，人間性が混

然一体となることで，多くの日本人に愛された

稀有なクリ エイ ターである。そしてその評価に

は，燥うつ病という精神病理学的要素が深くか

かわっている。また自らの気分変動を数多くの

著作で言及しており，作品（エッセイ・対談な

ど）から精神医学的情報を得られるという点で

注 2）信州大学のある松本市は．北社夫が学生時代を過

ごした旧制松本高校があり， fどくとるマンボウ青春期』の
舞台と して有名である。

注3）中央公論杜で. 1981～84年に文芸雑誌「海」の編
集長を務める。 北杜夫と埴谷雄高の対談集18.2llを企画編集

（注 10を参照のこと）。

も，他に類をみない作家といえる。さらにはそ

れが，精神科医の視点から描写されているヘ

北社夫が疎うつ病に，罷患、していたこ とは自他

ともに認めるところであるが，北杜夫を研究対

象とするにあたって，まずはその自明と考えら

れてきた病名・診断の再検討からはじめる。序

論である本稿では，北杜夫の関連資料やエッセ

イ・対談等の作品から，特に 「操病エピソード」

を概観し現代の診断基準に照らし合わせるこ

とで， 「操うつ病」すなわち 「双極性障害」の診

断的妥当性に関して考察した。本研究は，信州

大学医学部医倫理委員会の承認を得ている（no.

3477）。敬称は略させていただいた。

II 著作と操病エピソード

北杜夫の著作目録と年譜には，北杜夫自身に

よる『北杜夫による北社夫J15），前田彰・編の『北

杜夫の世界』33），斎藤国夫・編の『北杜夫と松本』

（松本まるごと博物館連携企画展冊子）36）『北社

夫展』（世田谷文学館冊子）37）『北杜夫どくとる

マンボウ文学館j38）に掲載されたものがあり，

各年譜にはその時期の操状態・うつ状態に関す

る記載もなされている。また操うつエピソー ド

が記述されたエッセイや対談には，『月と 10セ

ント一一 マンボウ赤毛布米国旅行記』101 『マン

ボウ百一夜j201 『マンボウ響繰曲地中海・南太

平洋の旅』山『マブゼ共和国建国由来記j17）『さ

びしい文学者の時代一一「妄想病」対「操欝病」

対談』山『難解人間 vs操欝人間』21) 『パパは楽し

い操うつ病j26）など多数存在する。

それらの情報を総合して，著作物と操病エピ

ソードを概観した図を作成した（図 l：横軸の

上段が年齢，下段が西暦年）。著作物は，初出の

単行本のみ対象とし文庫本や全集は含めてい

ない。また過去に発表された作品を再構成した

短編小説集，自選短編集は除いてある。作品の

ジャンルは，文献38を参考にして，「長篇小説」

「短篇小説集・ エッセイ・旅行記・童話」「対談」

「その他Jに分類した制。棒グラフが，その年

の単行本の出版数を表す（例： 1977年 50歳，年

間10冊）。
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ー・長篇小説

一ー操状態

｛年前）

図1 北杜夫の著作物と操病エピソードの概観図

操状態の線グラフは，その年に 1回でも繰病

エピソ ードがあれば上向きにプロットしであ

る。実際には，その同年にうつ病エピソードも

存在するが，図が複雑になるため，操病エピソー

ドのみに着目しである。操状態の程度をグラフ

の高さで表したが，これは具体的な逸話を踏ま

えて，筆者らが主観的に評価したものである。

（例えば，操状態による株取引で破産した 49～

50歳は高くし，燥状態の記載はあるが大きなエ

ピソードのない 68歳は低くプロットする等）。

以下，文献 15,33, 36-38を基に，北杜夫の略

歴・病歴を 6期にわけで要約 した。（北杜夫は

1927年 5月 1日生まれ。わかりやすくするた

めに，各年 5月1日の年齢で統ーした）。

注 4）北作品には分類が難しい著作が多い。 例えば著作

目録381で連作短篇小説とされている作品（『怪盗ジパコ』『母

の影』など）のなかには長篇小説とみなせるものあり，逆に

長篇小説とされている作品でも，連作短篇小説に近いもの

もある（『ぼくのおじさん』など）。また，エッセイと短篇小

説が混在した作品（『あくびノオ トjrマンボウおもちゃ箱』

『へそのない本Jなど）もある。図 1は，文献 38で短篇小

説，連作短篇小説，エッセイ，旅行記，童話とされているも

のを，「短篇小説集 ・エッセイ・旅行記・ 童話」 として一括

させた。

1. ～38歳（1965年）：初回繰病エピソード前

25歳：東北大学医学部卒。 26歳：父・斎藤茂

吉が死去，慶慮義塾大学病院神経科入局。 27

歳：『幽霊』を自費出版。 29歳：『人工の星.H「文

義首都」掲載）で芥川賞候補。 30歳：『狂詩』

（「文義首都」）で芥川賞候補。 31歳 ：水産庁調

査船照洋丸の船医となり出航。32歳 ：『渓聞に

て』（「新潮」掲載）で芥川賞候補。 33歳：『どく

とるマンボウ航海記』がベストセラー。『夜と

霧の隅でjで芥川賞を受賞。 34歳 ：横山喜美子

と結婚。 37歳：『検家の人びとJで毎日出版文

化賞を受賞。 38歳：兄の医院での診察をやめ，

文筆業に専念。

2. 39歳（1966年）～48歳（1975年）：操病・う

つ病エピソードの顕在化

39歳： 4月に最初の操状態となる。大言壮語

し，急に家を増築したほか，株を買うなど活動

的になる。 40歳： 11月より 2回目の操状態。

41歳： 6月より 3回目の操状態になるも 9月か

らはうっ状態。 4～6月に国務省招待により訪

米， NASA施設を見学。途中，ラスベガスで賭

博に熱中し大敗無一文になる。 42歳：『どく
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とるマンボウ青春期』で婦人公論読者賞を受賞。

7～11月に 4回目の操状態。アポロ打ち上げ

を見学するため訪米しかぐや姫の子孫の乞食

（月乞食）と称して外貨を稼ごうとするも失

敗10）。どくとる・マブゼを名乗り，「マブゼの唄」

をテープに録音したりする。 43歳：前半は重い

うつ状態。 6月には燥状態、に転じ， NASAに抗

議－文を送ったりする。 11月の三島事件に衝撃

を受けて深いうつ状態となる。

3. 49歳（1976年）～52歳（1979年）：株で大

借財

49歳： 9月に阿川弘之と地中海旅行へ行く。

旅行中より 5年ぶりの操状態となる13)0 ギネス

ブックに載るために， 「病人でもないのにパジャ

マを脱がない男」の世界記録を作ろうとする。

株に熱中し全財産を失い，数千万円の借財を

負う。 50歳 ：3月，南米に旅行。帰国後，操状

態がおさまる。 51歳： 4月，テレビ番組撮影の

ため欧州旅行にいくも，うつ状態のためほとん

どしゃべらず。大借財を背負っているため，返

済のために対談集を多く刊行法5)0 

4. 53歳（1980年）～61歳（1988年）：「マンボ

ウ・マブゼ共和国jと「文華の日J
53歳： 9月より燥状態となる。自宅を 「マン

ボウ・リューベック・セタガヤ・マブゼ共和国」

として日本から独立することを考え，主席を名

乗って，米英独仏の首脳に手紙を出す。 54歳：

1月，国旗と国歌を作って独立を宣言。2月，

マンボウ・マブゼ共和国 「文華の日」を聞き，

文華勲章（星新一）などを授与問。 56歳： 10月，

自宅で倒れ，短時間意識を失う。病院で検査を

受け，節酒，節煙， j成睡眠薬に努める。 58歳 ：

夏に繰状態となり， 11月に第2回文華の日を開

く。長年ひいきの阪神が 21年ぶりに優勝。 59

歳 ：6月， f輝ける碧き空の下で』により日本文

注5)1977年は，突出して出版数が多く，かつ対談集が

多くを占める。これは操状態で数多くの仕事を引き受けた

という理由以上に，株によ る破産と借金返済の必要性によ

る。「今年，昭和 52年に，つまらぬ対談集な どまで相当数

を出さねばならなかったのは，すべて各出版社の前借りを
返すためであったj3い

学大賞文芸部門を受賞。この頃より操状態とな

り株取引に熱中。 10月，第 3回文華の日を開 ．

く。年末に操状態、がおさまる。

5. 62歳（1989年）～71歳（1998年） : 60歳代

の小康期

62歳： 5月頃より操状態となり，株取引を再

開。 9月，銀座の画廊で「世紀の北杜夫の書並

びに絵画展」を開く。 63歳： 1月，うつ状態に

転じる。 3月，燥状態に転じる。 4月，埴谷雄

高との対談『難解人間 vs操穆人間』刊行。 64

歳： 5月，テレビ番組でカラコルムに旅行。帰

国後，疲れから寝込んでいたが，次第に繰状態

に転じる。しかし夏にアルコール性肝炎の数値

が悪化し反応性にうつ状態となる。 65歳：夏，

操状態となり株取引を再開。 66歳：『どくとる

マンボウ医局記J刊行。 12月，肺炎で入院。 67

歳：『母の影J刊行。秋はうっ状態。 68歳： 4月

に少し操気味になるも，年後半はうっ状態が続

く。

6. 72歳（1999年）～84歳（2011年）：最後の

操病エピソード～晩年

72歳： 1月，『茂吉評伝4部作』により大悌次

郎賞を受賞。 11月，久しぶりに燥状態となり，

12月に家族と韓国に旅行。カジノに乗り込む。

株を再開。 73歳： 1月， 2時間意識を失い救急

搬送。操状態が激しくなか株取引を開始し，

家族に制止される。 5月，家族でラスベガスに

旅行。旅行後，操状態がおさまる。 82歳：白内

障手術。大腿骨骨折で入院。肺炎で入院。 84

歳： 10月24日死去。

III 操病・抑うつエピソードの周期について

おおまかな燥病エピソードの出現時期は図示

したが，抑うつエピソードも含めた気分変動の

周期に関する北杜夫自身の記述を以下に抜粋す

る。

操欝病は自然にサイクルを描くものである。昔

は 3年くらいの周期で燥になった。それが齢を
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とってエネルギーがなくなって 10年ものあいだほ

とんど寝込んでいた。それでも乏 しくなったエネ

ルギーが蓄積されていて，ついに操状態になった

のである27）。

72歳時の操病エピソードに関する記述であ

る。それ以前の約 10年間（60～71歳）におい

ても軽度の操病エピソー ドは存在しているが

（図 1），全体からみれば小康状態の時期であり，

自覚的には 「ほとんど寝込んでいた」（抑うつ状

態）と認識されている。

私のソウ病とウツ病は初めのうちは l年のうち

に繰り返された。それが次第に周期がのび，齢を

とるに従ってソウは 3 4年おきに訪れるように

なった。それがほぼ半年間つづく 。あ とはその 2

倍のウツとノーマルな状態である281。

最初に顕在化した操病エピソー ドは 39歳時

であり，そこから 43歳までの 5年間は，操うつ

状態が 1年間のなかで繰り返されている。 44～

48歳に明らかな操病エピソードはなく， 49歳

からの約 10年間（ほぼ50歳台）は， 3～ 4年

の間隔で繰病エピソードが繰り返されている。

私の操病は，それまでの体験だとせいぜい 3ヵ

月しか続かぬD あと少しノーマルな時期を経て，

それからもっと長い欝病へと落ちいって しまう。

これはいかに薬を使ったとて，人為的にはどうに

もならぬ自然の流れである 15）。

燥ウツ病というものは，天然自然の現象で，環境

に左右されるものではない。いくら失恋を しても，

または破産しても，燥になるときは践になって し

まう 。そういう環境によってウツになる人も多い

が，これは反応性ウツ病という 。しかし いくら天

然自然のウツ病にせよ，やはりいくらかは環境に

支配される。私は 3年半ものあいだ，燥にならな

いできた。どうやらそろそろ燥の周期がめぐって

来たら しい。それに加えてガンでなかったことが

わかったので，私はたちまち元気になり，やがて本

物の操病患者になって しまった20）。

上記の記載は，53歳時の燥病エピソードに関

する記述である。心理的要素の影響もないわけ

ではないが，基本的には内因性の病態であるこ

とに言及しているものと思われる。

喜美子夫人からみた北杜夫の病状変化の記載

が以下である。

燥病になったのは『検家の人びと』の後，昭和 42

年～43年頃です酬。主人の場合，操期になるとと

にかく感情の振幅が大きくて，まったく別の人格

になって しまいます。つまり正常な北杜夫，操病

の北杜夫，ウツ病の北杜夫になってしまいます。

（中略）操とウツのサイクルは必ずしもではないの

ですが，だいたい 4年ごとで 「オリンピックみたい

ねJと笑ったこともありました。燥の期間は数ヵ

月です。夏の軽井沢での静養がいいのか悪いのか，

東京に帰ってくる 9月くらいから燥状態が昂 じて

くるので， 「魔の 9月Jとか言ったり していま した。

冬はウツで熊の冬眠m のように引きこもっていま

した29）。

長女の由香は， 「夏は操病，冬はうつ病Jとい

う印象を語っている26)0 大まかには 3～ 4年の

周期性（特に 50歳台）があり，季節としては夏・

秋頃に操期，冬にうつ期となる傾向にあった。

ただし例外は多く，冬季の操病エピソードや，

冬季以外のうつ病エピソードも存在している。

N DSM-52) 

現代の操作的診断基準である DSM-5におけ

る 「双極 I型障害」の診断と，北杜夫の病状と

注 6）喜美子夫人の記憶では昭和 42年～43年（1967

年～68年）頃とされているが正確には昭和 41年（1966

年： 39歳時）である。

注7）北杜夫自身による「冬眠jに関する記述。「私は大

昔ぎになって呼吸をするのも苦しい状態も体験した。自律神

経の失調も起こ し 下痢を したり便秘を したり，或いは急

に暑くなったり逆に寒気を覚えた時もあった。しかしど

んな欝でも時期がくれば必ず治ると確信してじっとしてい

る。これを私は虫の冬眠と称している。これだけは世間の

人は私を見習っていただきたい。なに しろ精神科医に し

て，同時に患者でもあるこの私が言う ことなのだから」22)

「うつ病で一番恐いのは自殺だ。しかし 操うつ病は循環す

るもので，時期が来れば必ず治る。私は自分がうつ病のと

きは， 『虫の冬眠Jと称して， 『必ず治るものだjと信じて

グータラ していた。食事も1日l回だけ。夜の7時まで寝

ていた。それがよかったようだ」26)



を照らし合わせてみる。まず診断基準の各項目

を挙げたうえで，それに該当すると考えられる

北杜夫のエピソード（本人記述のエッセイ，も

しくは長女・由香との対談26)J::り抜粋）を列記

した。

A.気分が異常かつ持続的に高揚し，開放的ま

たは易怒的となる。加えて，異常にかつ持

続的に充進した目標志向性の活動または活

力がある。このような普段とは異なる期聞

が＼少なくとも 1週間，ほぼ毎日， 1日の

大半において持続する

今の私は，父の遺伝子のせいであろう，殊にマ

ニックのときには，ちょっとしたことにも激怒す

る。私は茂吉の文学的才能の何十分のーも受け継

いではいないけれど，雷親父であった父の憤怒ぶ

りだけについては，いずれはこれを凌駕するに違

いないと確信している22）。

私は，今，操病という精神病に属し，足は地につ

かず，やることは出鱈目で，大いに威張り，人には

いちゃもんをつけ，自分自身はてんでいい機嫌な

のだが，人からは大いにヒンシュクされている。

ここでは，その後の模様を書こうと思う 。なにし

ろ一つのことを考えていると 他の 3つくらいの

ことが頭に去来するので 大した用もないのに電

話をかけたり手紙を出したりする。……出なくて

もいい会などへ出かけていって，いろいろ暴言を

吐く。女をみると強姦してやるとか，囲ってやる

とか言う。（重要な注。 ただ言うだけである。）15）。

なにせ 5度目の操病のきざしで他にも無意味の

くだらぬ計画をゴマンと立てたりしているうち，

たちまち日が流れた。（中略）ふたたび怒りの発作

に取り付かれると， 5分間で在日アメリカ大使へ

の抗議の手紙を書きあげた。顛末を述べ，小生を

怒らせると，相当数の日本人を反米的立場へ駆り

立てる用意あり，云々と書いた。（中略）番号病のと

きは，ろくに口も利けず，ゴロゴロ寝てばかりいる

が，操期の私の行動力は，まさしく電光石火である。

その代わり，あとでシマッタと頭をかかえる羽目

にもなる10）。

私は烈火のごとくなり，自分がウナギ屋をひら

いて，あの店をつぶしてやろう と，本気で考えた。
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しかも，一晩も二晩も三晩も考えた。これは尋常

なことではない。（中略）その作品は童話出）なので

あったが，だしぬけにその中に，無礼なウナギ屋の

ことを書き始めた。ウナギ屋と縁もゆかりもない

童話の中に，そんなものがはいってきては収拾が

つかないが，私のカンシャクはついに強引に一章

をウナギ屋でおし通してしまったのである問。

B. 気分が障害され，かつ活動および活力が充

進した期間中，以下の症状のうち 3つ（ま

たはそれ以上）（気分が易怒性のみの場合

は4つ）が持続しており，普段の行動とは

明らかに異なった変化を示しており，それ

らは有意の差をもつほどに示されている

( 1) 自尊心の肥大，または誇大

月乞食が繁昌して，矢立の墨を一々筆に含ませ

て短冊に字を書いていては間にあわぬくらいの事

態をも考慮した。それくらい私は誇大妄想を抱い

ていたらしい10）。

うつ病のときの私は このサインなるものが大

変に苦手である。第一に恥ずかしい。それに，私

は無類の悪筆である。茂吉の子として一応は生れ

て，なんでこんなに字が下手なのかと我ながらあ

きれるが，しかしどっこい，私が牒病になると筆跡

までが変わってしまう。もちろん下手な字である

が，風格のある字だと自分では思っている。女房

に言わせると，誇大妄想だというが，元精神科医の

私が診断しても，やはり妄想の一種にはちがいな

。

伊
h
dl
 、‘、uw

その夏の終わりには，自分がアポロンのような

肉体になったと本気で思い込んでしまった。ギリ

シア神話の太陽神である。まさしく妄想だが，こ

んな肉体を持つことはもう二度とあるまいと思い，

この裸体を写真に残しておこうと考えたのであ
る24）。

注 8）小説『さびしい王様jのこと。本書の「中がき」
に，出前の遅れたウナギ屋に激怒し 「本気でもう作家なん
かやめ，あのウナギ屋より安くてうまいウナギ屋をこしら
え， 目にものみせてやろうと計画まで練りました。何日も
何日も，ウナギ屋として修業するにはどうしたらよいか，
と考えていました」という内容の一章がある。 この章は，
単行本化するにあたり削除されたが』＼北杜夫全集におい
て再掲された12）。
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(2）睡眠欲求の減少（例： 3時間眠っただけで

十分な休息がとれたと感じる）

少し強い薬を飲んで 12時間ほどぐっすり眠った

ところ，たちまち元の勢いを取戻 してしまった。

それまで私は，毎日少ないときには 3, 4時間の睡

眠で，ものを書き，騒ぎ株のウリカイを していた

もので， これで疲れがたまらなかったらそれこそ

どうか している。とにか く，私がまた怪人マブゼ

博士のごとく魁って しまったので，女房は， 「あな

たの仮性ウツ病にはだまされたわ。薬をもっと飲

んでよ」 と，兄から貰ってきた操病の新薬を昼間か

ら飲めと強要した。しかしそれを飲むと眠くなっ

てしまって仕事ができぬから，私は睡眠まえに し

かそれを飲まなかったD （中略）それゆえ，大切な

操病は治 したくないのだけれど， 薬を飲まぬと私

はぜんぜん眠くならぬ。 1日くらいの徹夜ならい

いが，これが3晩となり， 4晩となったら，それこ

そ私は死んで、しまうであろう山。

(3）普段よりも多弁であるか， しゃべり続けよ

うとする切迫感

操病が終わりを告げようと した頃， テレビの 「サ

ザエさん」に出演した。（中略）さて， 向こう に着

いてみると，やはりドラマだけあって， リハーサル

を3回もやる。私は不安になってきて，早くもウ

イス キー を紅茶で割って飲みは じめた。すると，

プロデューサーがそばにやってきて， 「あまり飲ま

ぬほうがいいですな。本番まであと 1時間半もあ

りますからJ。彼は局のある人から， 「操病のとき

の北さんは しゃべりだすととまり ませんよjとお

どかされ，又，別の人からは 「北さんは欝病にな

ると一言も口をききませんよ」と言われたそうだ。

それで，私の精神状態が今日はいかようであろう

かと，おっかなび、っ くりだったら しい。おまけに

私がウイスキーを飲みだ したものだから，そのう

え酔っ払ったら大変だと思ったら しい20)0 

(4）観念奔逸，またはいくつもの考えがせめぎ

合っているといった主観的な体験

人は燥になると意気軒昂となり，意想奔逸と言っ

て一時にあれこれのことが頭に閃き，いろんなこ

とに手を出すので失敗することのほうが遥かに多

い。この私も株をやたらと売買してアッパレ破産

してしまった22)0 

1968年と年が変わっ た。前年の暮れころから，

私は急速に元気に，ついには操状態を呈する に至っ

た。すると不思議や，あれほど気弱な男がやたら

と喧11華を始めたり， 「文学は男子一生の業にあらず」

などと称 して作家以外のものになりたがったり，

ついには妖しげな地球改変計画まで私の頭に閃く

ようになったJO）。

勢い，寝酒を飲みすぎ， 翌日にはひどい下痢を し

やっと大丈夫とアパート を出かかると，また腹具

合があやしくなり， 凄い勢いで、駆け戻って，さて ト

イレの中で肢くのは，どうも下品だが，「いつまで

続く00ぞ」などという文句である。これは 「いつ

まで続くぬかるみぞJという古い軍歌にあわせた

ものだが， こういう くだらぬ語呂合わせなどが口

をついて出るのは，操病によ くある語戯

(W ortspiel）という意想奔逸の一つの症例である10）。

(5）注意散漫（すなわち，注意があまりにも容

易に，重要でないまたは関係のない外的刺

激によって他に転じる）が報告される，ま

たは観察される

由香 ：学校から帰ってくると まず短波放送が

ワァ ーッて最大のボリ ュームになってて，玄関の

外からでも株式放送が聞こえて くるのO ドアを開

ける と必ずママと喧嘩してたわ。

北 ：そうだね。「由香，聞きなさい。ママはパパの

邪魔ばかりする ！気持ちをなだめるためにベー

トーベンとショパンを聴きます」と言って， 3台あ

るラジオの l台で，株式放送はそのままに，シ ョパ

ンとかベートーベンを聴いてたね。

由香 ：それだけじゃないのO 「由香，パパは燥病に

なって勉強意欲が湧いたから，英語を勉強しま

す！ Jとか言って， NHK英語講座のテキストを買っ

てきて。それだけではすまな くて，操病になって

いろいろと，ひらめ くらしく 「中国語も勉強 しよ

うリと言ってテレビの 3チャ ンで中国語講座を

つける。だから，短波放送， 英語，中国語，ベートー

ベンが一緒に聞こえてま した26）。

(6）目標指向性の活動（社会的，職場または学

校内，性的のいずれか）の増加，または精

神運動焦燥（すなわち 無意味な非目標指

向性の活動）

さて，書きだすと，なにせ操病であるから， 筆は
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じゃん じゃん進み， l日5枚というのを午後だけ

で 7枚半書いてしまった。これは大変なことだと

私は思った。こんなことではろくな文章ができっ

こない。このままではろくでもない作品にしかな

らない151。

昭和 41年の 4月，私は突然，操状態になったO

操状態をひと言でいえば並外れて活動的な状態に

なることで，その通り，私は急に家を増築したり，

株を次々に買ったり，思いつくと即座に遠隔地に

も取材に行ったり，長編書下ろしにそなえて体力

をつけようとランニングまで始めた24）。

欝病のときと操病のときでは，発散するエネル

ギーのケタが違う。仕事の量でいえば，欝のとき

は月産 7枚などという情けない状態になるが，燥

になると月産 600枚も書くこともある。そういう

ときは，家の中でじっとしていられなくなる2• 1 1 0 

(7）困った結果につなが、る可能性が高い活動に

熱中すること（例：制御のきかない買いあ

さり，性的無分別，またはばかけた事業へ

の投資などに専念すること）

さて，燥病の気味を起こした私は， 9月になると，

アッパレ操病患者となってしまった。私は 8月 31

日に帰京 して，ただちに株を買い始めた。牒病は

仕事をするにはよいけれど，株に関 しては前回の

ように破産につながる。それから，女房と私との

一騎打ちも始まるのである 1710 

私の牒病はますます病勢を強め，アッという聞

に，京都へ行って取材し本をやたらと買い，その

本を置くために自宅の増築を決め， トイレ ット・

ペーパーは 30個買い あまつさえ電光のごとく閃

いて株なんぞ買ったものでもはや一文無しになっ

てしまった。本来なら禁治産者とされるか精神病

院に入れられるところである。ところが私は自分

が精神科医であるから，ちゃんとこうしているの

である印。

7月の声を聞いたばかりの一夜，パッと尋常で、

ない思考が頭に閃いたのである。それが 「月乞食J
なのだ。まあ順序立って説明 しないと，他人には

なんのことやらわかるまい。その原因は私でも不

明なのだが，私は燥期になると，しきりと作家以外

の職業になりたがる。（中略）同時に，なにか別の

職業で金を稼ぐに しても，日本円でなく外貨を稼

ごうと企むのも，私の病である。（中略）そのため，

ずっと前の操病期，私はだしぬけに維詰輸出業者

になろうとした。幾つかのアイデアを考えたが，

その一つは石ころの維詰で一つは塩水の雑誌で

ある。（中略）こういう計画は これまでに屡々立

てた。しかしいざそれを実行する段階のころに

は，操病が収まってしまって．熱意が薄れてしまう

のだ。（中略）案出したというより，パッと瞬間的

に閃いたのである。閃くと同時に，私は行動を起

こしたO （中Ill各）閃いたのが真夜中であったが，私

は寝床の中で，光速のごとき速度をもって．一文を

したためた制。（中略）狂気の「月Jに怨かれ，その

ときの私は心底からこの計画に本気であった。懇

意の出版社に頼み，この「月乞食Jのパンフレッ ト

を，日本一の印刷所を用い，突貫工事で 200枚ほど

すらせた101。

更に私は，大オンチのくせに，ある夜，「マブゼ

の唄」なるものを作り出 した（中Ill各）この唄を，面

妖な節まわ しで夜中のベッ ドの上でうたっている

と，なにせ相当に頭がヘンになっているため，これ

はレコー ドに吹き込んで売り出すべきものだと思

われてきた。それで，他のおか しな唄や独自や効

果音を自分一人でがなったり肢いたり して，テー

プに吹き込んだ。なんとそのテープが 6巻にも
なった15)0 

C. この気分の障害は 社会的または職業的機

能に著しい障害を引き起こしている，ある

いは自分自身または他人に害を及ぼすこと

を防ぐため入院が必要であるほど重篤であ

る。または精神病性の特徴を伴う

注 9）その一文の一部が以下。「日本では，むかしむか
しカグヤ姫と呼ばれる美女が月から降りてきたという伝
説がある。彼女は赤ん坊として地球に現れたが，輝かしい
生涯の中途で月へ戻った。しかし彼女の子孫は， 地上に
残ったと人々は信じている。彼らは働きもせず，もっぱら
高貴な乞食と して生きてきた。このドクトル・マンボウと
呼ばれる男は，現在，地球に生存しているl唯一のカグヤ姫
の子孫である。彼は月に一度，路上に坐して，自分の特有
な筆跡を売る。これを寅おうとして．人々は長い行列を作
るほどだ。彼のサインだけでも，百ドルの値がついてい
るJIOIこのパンフレットを米国人にみせて，短冊にサインを
書いて売り，一儲けしようと考えたのが「月乞食」の企てで
ある。



66 日本病跡学雑誌第 95号

私の 4年前の操状態は実に 6年ぶりにやってき

たもので，それだけにゲーテのように異常となり，

もしも私がまだ医者を廃業せずにいたとして自分

を診察したとした ら，きっと 「あなた，わるいこと

はいいません。ここは l, 2ヵ月ほど入院してゆっ

くり静養なさったら……」と 言った にちがいな

。
）
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初めは，自分が精神科医と して診断すれば，まあ

軽いものといえた。ところが，次第に操と欝の差

が甚だし くなり，もし私が医学に素人であったな

ら，入院したほ うがよりよかろうという症状を呈

しはじめた31）。

このたびも私は，友人のアパートに泊めてもら

うことになった。私が乞食用品一式をひろげると，

この精神科医は， 「昨年のゴミ拾いより，だいぶ悪

化したな。今度は，マニー（繰病）の時期か？」と

尋ねた。 「まだだ。む しろず、っと長いこと欝だ、った

のだ。しかし月乞食などというアイデアを思い

ついたのは，燥のきざしかも知れないD ただ肉体

がガタガタなんでね。まだ元気というほどじゃな

いJ「それに してもつまらんことを考えたな。どう

してお前さんは日本で入院させられないのかな」

「おれは体力がないからね。たとえ操病が悪化しで

も，せいぜい口喧嘩するくらいで，暴れたりはしな

いのだ」（中略）「おれはなにせ体力がない。それに

暑さ に弱い。ケープ ・ケネデイは物凄い暑さ だろ

うな。大丈夫，おれはグッタリとなって，入院させ

られるような真似はしようたってできないよJと，

私は友人を安心させた問。

たまたま教祖とも言われる埴谷雄高氏注101が遊び

に来られた。（中略）それで、，私の株のやり方につ

いて，懇々とさとしてくださった。「北君の株は，

そもそもウ リカ イをやたらとやるのがまずい。大

体，それでは証券会社を儲けさせるだけで，儲かる

はずがない」。女房はすっかり 喜んで，パチパチと

手を叩いた。「あた し，救急車を呼んで北を入院さ

せちゃおうと何度も思いましたわ」「何をぬかす。

おれが入院 した ら，その病院はえらい騒ぎになる

ぞ。大体，おれは操欝病にかけては，そこらの教授

よりガクがある。なにしろ昔は精神科医でそうい

う患者を診察 していたしそのあとは自分が患者

になった。これは太陽のごときあまねく照らしわ

たす認識というものだぞ。そこらのチンピラ教授

どもなんか，束になってやって来ても，おれがみん

な言いくるめてしまう 。なにしろガクの深さがぜ

んぜん違うからなjl7）。

昨年から私は対談集を何冊も出 し， 私に好意を

持ってくれる読者から手紙でな じられたり したが，

それは一昨年， 5年ぶりの大操病で株に手を出 し，

一文なしになったためである。一文な しどころか，

関係ある出版社からはできるだけの前借りを し，

先輩，母，知人から能うかぎりの借金をした。税金

を滞納 したのも生まれて初めてのことである。な

んという人間だと関係者には恩われただろう し

妻は本気で禁治産者になってくれと言った15）。

D.本エピソードは，物質（例：乱用薬物，医

薬品，または他の治療）の生理学的作用，

または他の医学的疾患によるものではない

私はアルコール，煙草，眠り薬と，悪いものとい

われているものはすべて して きた。それも多量で

ある。さすがに体調をこわ し，さきほど精密検査

をし，大部分を禁じられてしまった20）。

v 双極性障害・操うつ病の診断妥当性

DSM-5の診断基準に該当すると考えられる

エピソードを抜粋したが ほぼ全ての基準を満

たしており，また入院歴はないものの，入院加

療と してもおかしくない程度の病状を呈してお

り， 「双極 I型障害」の診断は間違いないと考え

られた。唯一， D項目 「物質の生理学的作用に

よるものではない」に関しては，精神科薬と飲

酒の影響を確認しておく必要がある。精神科薬

に関しては，クロルプロマジン，抗うつ薬，睡

眠薬の服薬歴がエ ッセイに記述されてい

注 10）埴谷雄高は，作家・評論家・思想家（1909～ 1997

年）。代表作は 『死霊J。埴谷が創刊した雑誌 ・近代文学で，

北社夫は初期作品 『岩尾根にて』『羽蟻のいる丘.］ (1956年

29歳）などを発表している。北杜夫の良き理解者。この 2

人の対談18.2l)を企画編集したのが中央公論社の宮田強栄（文

献 18と21の文庫版で解説を担当）。文献 18は北杜夫がう

つ状態，文献21は操状態での対談であり，文献21のあと

がきで埴谷は「今後，おそらく，北杜夫のごとき操欝病文学

者も私のごとき老人性能舌症妄想家も，相会して10時間対

談することはないと思うので，これは日本文学史にとって

貴重な病状報告史になると深く信じている」と著した。
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る17.22）。抗うつ薬の使用は，操病エピソー ドの

顕在化（39歳時）以降の抑うつエピソードにお

いて開始されたと考えられるため，薬剤誘発性

の操病エピソードという観点は否定してよいだ

ろう。一方，その後に繰り返された操病エピ

ソードや急速交代型（後述）が，抗うつ薬によ

り惹起された可能性を完全に否定することは難

しい。ただし， DSM-N-TRuでは 「身体的な抗

うつ治療によって明らかに引き起こされた操病

エピソードは，双極 I型の診断にあたるものと

すべきではない」とされていたが， DSM-5に

おいては 「双極 I型障害の診断とするのがふさ

わしい」と 180度の方針転換がなされたため41)'

仮に薬剤誘発性の可能性があったとしても， 「そ

れらの治療により生じる生理学的作用を超えて

十分な症候群に達してそれが続く場合」であれ

ば，双極 I型障害の診断は除外されない。

クロルプロマジンと睡眠薬に関しては，以下

の記述がある。

きて，画期的な新薬であるクロールプロマジン

の登場について記そう。（中略）私も操病のときは

この薬を飲んでいる。本当はオクターブが高いほ

うが仕事がすすむから 大切な操病は治したくな

いのだけれど，この薬を飲まないと眠れないので

致し方な しに飲んでいる。第一 そもそも操響症

も始まらなかった医局時代から，私はこの薬を飲

んだのだ。それは講師の肥満した M先生が，ク

ロールプロマジンは持続睡眠にょいと教えてくれ

たからである。大学生時代から私は不眠症の気が

あり， ときどき眠剤を飲んでいた22l0 

クロルプロマジンと睡眠薬の使用は，操病エ

ピソードの初発前からだが，薬理作用の観点か

らしても，長期の病歴からみても，医薬品誘発

性双極性障害の可能性は否定してよい出1)。逆

に，大学生時代から睡眠障害が存在していた点

は，双極性障害の発症時期（もしくは前駆期）

が，操病エピソードの顕在発症（39歳時）より

もかなり前だった可能性を示唆している注12)0 

飲酒に関しては，旧制松本高校時代に病的酪

町のエピソード（酔って教授2人の頭を殴る）

があり，さらに東北大学医学部時代や慶懸大学

病院医局時代から晩年まで，飲酒歴は長期にわ

たる。旅行先でもウイスキーを持参して寝酒は

欠かさず，医師から肝機能障害で禁酒・節酒を

勧められること頻回であり 約束の酒量 (1日

缶ビール3本）をめぐる妻との攻防24）といった

逸話がある。 「肝臓がだいぶ弱っているので，

医者から禁酒を命じられたものの，私は自分で

自分の主治医を任じているので，少しくらいな

らよかろうと節酒につとめている」24）と本人が

述べているように，完全に断酒した時期はほと

んどなく，定義上はアルコール依存症と診断さ

れるだろう注13）。長期の習慣性の飲酒歴が，病

イ象を修飾した可能性は否定できない。あるいは

顕在発症前の気分変動が，飲酒による酪町状態

によって不明瞭化していた可能性もある。「た

とえ欝病のときであれ，酔っぱらうとつかのま

の元気さを取り戻せるjlO）との本人述からは，

気分障害を一次性（原発性）として，アルコー

ル依存症を二次障害とみなすこともできる。

DSM-5では，双極性障害の診断を満たす人の

過半数にアルコール使用障害がみられるとの注

釈があり，北杜夫の場合も，飲酒量・飲酒状況

と気分変動との聞に明確な相関性・因果関係は

みられず，双極性障害の併存症と位置づけるの

がまずは妥当かと思われる。

ちなみに北杜夫が精神科医となった時期（慶

注 11）短時間の意識消失のエピソードが 3回はあり
(1977年50歳，1983年56歳， 2000年73歳）， 50歳時はう
っ期の臨眠不足状態下での意識消失（20秒程度） 1410 56歳
時は「朝． 家のなかで倒れ，短時間意識を失う。病院で検査
を受け，しばらくの間，節酒，節煙，減睡眠薬に努める」36.3il。
73歳時は繰病期の｜睡眠不足，多剤服薬（精神科薬，抗生剤，
市販の感冒薬など）の状況下で，意識障害（ 2時間程度）と
行動異常（テレビのリモコンをかじろうとする。スリッパ
をくわえようとする等）が出現し救急搬送されている26.2il。
特に 73歳時のエピソードは薬剤性せん妄の可能性もあり，
別途，考察する予定。

注 12）おそらく操病エピソードの顕在発症（39歳）より
以前に抑うつエピソードが存在しており，また軽操エピ
ソードも含めれば，青年期発症の可能性が高いと考える。
「発症時期」に関しては第二報の主テーマとする予定。
注 13）なだいなだ（1929～2013年。本名・堀内秀は精神

科医・作家で，北杜夫とは慶謄大学病院神経科医局時代か
らの友人。専門はアルコール依存症）にアルコール中毒と
診断されたとの由。「なだ君はアルコール中毒の専門家で
ある。（中略）彼の診断によると，ちょっとした酒飲みでも
みんなアル中と判定されてしまうのである。私なぞも，な
だ君の意見によれば立派なアル中なのだ」191
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廃大学病院神経科入局が 1953年： 26歳時）の

日本精神医学はドイツ精神医学を主な基盤と

し注14），国際診断基準 （ICD分類）や操作的診断

基準（DSM分類）は運用されていなかった。

北杜夫は一貫して「操うつ病」の病名を使用し

ているが，それが現代精神医学における「双極

I型障害（DSM-5）」（もしくは「双極性感情障

害（ICD-10）」）と同義であることを再認するこ

とが本論の主眼である。 DSM-5にはこれに関

連して，以下の注釈がある。

双極 I型障害の診断基準は， 19世紀に記述され

た古典的な操うつ病または感情精神病に関する現

代的な解釈を示しており……。

あるいは ICD-10の「双極性感情障害（燥う

つ病）j45）では，診断ガイドラインに以下の言及

がある。

疎うつ病（manic-depressivepsychosis）の本来

の概念には，うつ病だけに，罷患する患者も含まれ

ていたが，現在では操うつ病性障害ない し疎うつ

病という用語は，主として双極性障害と同義語と

して使用されている。

VI 「急速交代型」「混合状態j

DSM-5の 「双極性障害および関連障害群」

の診断基準には，「該当すれば特定せよJとして，

「不安性の苦痛を伴う」「混合性の特徴を伴うJ

「急速交代型J「メラン コリアの特徴を伴う」「精

神病性の特徴を伴う」などの特定用語が準備さ

れている。このなかで特に「急速交代型」と「混

合状態（混合性の特徴）」は，今後，北社夫の病

注 14）ちなみに父・斎藤茂吉は，精神利医としてドイツ

留学し， 1923年 10月11日に敬愛していたエミール・クレ

ペリンと初めて会うも，握手を拒絶されるという逸話（握

手拒否事件）があり，「愛敬の相のとぼしき老碩学 Emil

Kraepelinをわれは今日見つ」の歌を残している231。北杜夫

も当初は独留学を志した。 しかし「私はドイツ国に渡ろう

と思い，まずは神妙に留学生試験を受けたところ，文部省

当局は私を書類選考でふるい落とした」81ため，代案と して

船医となり，その旅行記が 『どくとるマンボウ航海記jSJと

なった。

歴と創作を解明していくうえで重要と考えられ

るため，それに該当するか否かを検討しておく。

「急速交代型（rapidcycler）」は，「燥病，軽燥

病，または抑うつエピソードの基準を満たす気

分エピソードが，過去 12ヵ月の聞に少なくとも

4回存在する」 「エピ ソードは，少なくとも 2ヵ

月間の部分または完全寛解，あるいは対極性の

エピソードへの転換（例：抑うつエピソードか

ら操病エピソードへ）によって区切られるJと

定義されている。これを検討するにあたって，

最も頻固なエピソードが存在する 39歳（1966

年）から 43歳（1970年）までの 5年間を調べ

た。この時期の詳細は，文献の年譜15.33.36～38）の

ほかに，アポロ 11号打ち上げ取材を目的とし

た渡米体験（1968年と 1969年の 2回）を基に

著された『月と 10セント』（1970年 1月～ 9月

に朝日新聞日曜版で連載され 1971年発刊） 10）に

かなり詳しく，月単位での気分状態・気分変動

を把握することができる出5）。 それらを基に，

図2を作成した。上向きが操病エピソード（燥

状態），下向きが抑うつエピソード（うつ状態）

で，病状の程度は記述から類推して棒グラフの

長さで表した。例えば， 1967年 11月～1968年

10月，あるいは 1969年 6月～1970年 5月の

12ヵ月間には，操病・抑うつエピソードが交互

に4回以上存在しており，「急速交代型」の定義

を満たしていると考えられた。

同時に，この図からは，操病エピソー ドと抑

うつエピソードが同時に存在する月をみてとる

ことができる（1968年 5月～ 6月， 1969年 7

月・ 11月， 1970年 1月・ 7月）。これは 「混合状

態： mixedfeatures」（もしくは混合性症状：

mixed symptoms）の定義である「操病エピソー

ドの基準を完全に満たし その期間の大半にお

注 15）例えば，「さしも猛威を振るっていた操病も 11月

末にはかげりをおびだしもう何もかも嫌になってきた」

「そして今，この瞬間は，昭和 45年（1970年） 1月1日で

ある。もはや私はた しかに沈欝で，気力とてないのだが，

その元旦に．こうして原稿用紙をひろげねばならぬ」「この

連載を開始した昭和 45年の 1月はつかのまの蝶期で．その

あとおよそ 4ヵ月間，私はこれまでにない欝状態が続き，

辛う じて毎週の責を果たすのがせい一杯であった。それが

5月の末ころから回復しだし 6月にはまたもや牒期のき

ざしが見え，私は相当の速度で書きだめを始めたJIOIなど。
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-1 

2 

操病期の影響で、 1966年10月
から『奇病連盟』を新関連載開
始（1967年4月まで）。やがてう
つ期となり、いやいや書き続
け、自称失敗作となる。

1967年11月－1968年2月「やたら喧嘩を始めたり、
『文学は男子一生の業にあらず』などと称して作家以
外のものになりたがり、ついには妖しげな地球改変計
画まで私の頭に閃くようになったJ

1969年7月「月乞食」を関心渡米。
アポロ打ち上げ見学。渡米後、本格
的な繰状態に。さらに渡欧。
10月グアム島空港で騒ぎを起こす。
11月「マブゼの唄」を録音。

・限状態

うつ状態

1968年6月、米から帰国後、 うつ状態から縁状態に
転じ、6月末より『さびしい王様』を執筆開始。しかし
9月にはうつ状態。 以後、うつ状態とスランプ。

1970年1月はつかのまの燥期。
その後、およそ4カ月問、これまで
にない穆状態が続く。
5月末頃から回復しだし、6月には
践期のきざし。

-3 

図2 1966年（39歳）～1970年（43歳）の操病・うつ病エピソード

いて抑うつエピソードの症状のうち少なくとも

3つ以上が存在するJ（あるいは逆に， 「抑うつ

エピソードの基準を完全に満たしその期間の

大半において燥症状のうち少なくとも 3つ以上

が存在する」）に該当する可能性があるi116）。

例えば，前田による 1969年 11月の時期に関

する以下の記述があり 操病エピソードの末期

に，抑うつエピソードの症状として 「抑うつ気

注 16)DSM-N-TR11では，「少なくとも 1週間の間ほと
んど毎日，操病エピソードの基準と大うつ病エピソードの
基準をともに満たす」と規定された 「混合性エピソードjの
カテゴリーが存在したが，これを満たす症例は稀であるこ
とから，基準の問題が指摘されていた。DSM-52＇ではこれ
が廃止され，代わりに重複しない 3つ以上の対極症状を伴
う状態を「混合性の特徴を伴う」という特定用語として新
設し，燥・軽操病および大うつ病エピソードに適用した。
しかしこの DSM-5の基準も，「そのような臨床像は稀であ
り，混合状態の見落と しゃ誤診が生じやすい」「混合性の特
徴を伴う大うつ病エピソードでは，易怒性，精神運動性の
焦燥および注意散漫は，重複症状として除外されるが，従
来の研究の多くは，これら重複症状を混合性うつ病の中核
症状として重視している」32.・131cの意見などがあり，「混合

状態Jの概念をどこで線引きするかは， 専門家のなかでも
明確には定まっていないω。

分」「易疲労感または気力の減退」「興味または

喜びの著しい減退」「罪責感」などが存在してい

たのではないかと想像される。

北氏自身は後にこの期の操病のことを次のよう

に告白している。「このときは前よりもケンカ し，

怒りっぽくなったため，病勢がはげしく，友人の心

理学者，心配して忠告にくる。慶応時代の同僚の

医師に薬もらい使用。体力おとろえてフラフラと

なる。なだいなだ，今度くるウツ病は大きいぞと

予言。 3名の友人の医師が警戒体制をしく。 11月

末，与えられた性格改善薬（なだいなだの皮肉の言）

により，ヘラヘラ笑い，異常。突然に笑いだしたり，

泣き出したりする。体重減じ，自分でも反省のい

ろ濃く，すぐ間近の次期ウツ病の予感を覚えて不

安だ、ったJ33）。

同じく前田による 1968年（昭和 43年）の操

病期に関する記載。

北氏が一種の招待のような形で NASAの月ロ
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ケット計画等を見るためにアメ リカへ行ったのは

昭和 43年の 4月のおわりであったO 旅行中はどち

らかというとウツ状態で（『月と 10セント』参照）

6月に帰国した後も，疲れがドッと出て医師に要

注意といわれたが，次第に操となり， 7月末まで操

病が続いた。この燥病は短期間のもので 9月にな

ると再びウツ病となって，以後長期にわたりスラ

ンプが続き，北氏は死期がせまったなどというこ

とまで口にするようになった。『きびしい王様』は

この期の燥病の名残りのあった 7月に書き出され，

連載 l回目で早 くもダウン， 3回目からはウツと

スラ ンプ状態の中でなかなか筆が進まず昭和 44年

の春までかかることとなった33）。

この 1968年の第 l回渡米時は， 「どちらかと

いうとウツ状態」10）であり，本人の記述にも，「山

のような穆病と不眠症と肝臓と肺病の薬を抱い

て，私は希望もなく旅立たねばならなかった」

「私はどちらかといえば惨期で，デイズニイラ

ンドの夢の乗物に乗っても，奇声をあげたり，

手足をパタパタさせたりもしなかった」10）とあ

る。一方で，この第 l回渡米時には，本人の強

い希望でラスベガスに立ち寄り，カジノに興じ

てもいる。

この 2日間にわたる血みどろの奮戦ぶりは，詳

細には書かぬ。（中略）初日，私は相当に稼いだ。

（中略）私は酒も効いてきて 自分がサイコロを投

げるときには，「マンボウ！」と兇悪に叫んだ。（中

略）私はそれまでの小心ぶりとは裏腹に，悪漢づら

でニヤリと笑った。実をいえば，すでにかなり稼

いだ金を数千万倍にしそれでこのホテルをヒュー

ズからまきあげてやろうと意欲したのだ10）。

しかしこの賭博で，最終的に所持金のすべて

を失うことになる。これはうつ病エピソード中

における一過性の操症状とみなすことができ

る。

1969年の第 2回渡米時も，当初は「無気力で

大儀で億劫」「結局は自分はいかないだろうと

いう気持ちのほうが強かった」10）のだが， 「月乞

食」という 「尋常でない思考が頭に閃いたjlOJた

め，「電光石火の早わざ」で 「月乞食用品一式」

を準備して渡米することになる10)0 これも 「自

尊心の肥大または誇大」「観念奔逸」「気力また

は目標指向性の活動の増加」「困った結果につ

ながる可能性が高い活動に熱中すること」とし

て操症状とみなしてよいだろう。ただし渡米

後の 「月乞食」として活動した時期も，自覚的

には 「まだ操期にはなっていず，おとなしい時

期」「常ならぬ疲労と虚脱感が私の全身をおおっ

た」「まだ本物の燥期に至っていない私は，かな

り心配性でもある」10）とあり，基本はうつ状態

であった。アポロ打ち上げ取材がすべて終了し

た後に，易怒的な過活動状態へと移行し

（「ニューヨークに戻ってから私は，急速に元気

に，それどころか燥期に移っていった」「日1日

と私は操状態となり jlOl），帰国せず渡欧し，パ

リ留学中であった友人の辻邦生（作家）と旅行

に出かけたりしている。これらの記述からは，

操病エピソードと抑うつエピソードが短期間の

うちに入れ替わった時期があること，またその

移行期には，両者の特徴を有する混合状態を呈

した時期が存在したものと推察される。

w 抑うつエピソード／病前性格／薬物治療／

病識

ここまで DSM-5の操病エピソードの診断基

準を主軸として考察してきたが，それ以外の病

跡学上の重要事項についても検討を加える。

抑うつエピソー ドも， DSM-5の診断基準は

ほぼすべて（「抑うつ気分」「興味または喜びの

喪失」「体重変化」「睡眠障害」 「精神運動焦燥ま

たは制止」「疲労感または気力の減退J「無価値

観または罪責感」「思考力や集中力の減退また

は決断困難」）を満たしている。ただし 「死につ

いての反復思考（希死念慮）」に関しては，若干

の議論を要する。

青年期の希死念慮に関しては，以下の記載が

ある。

仙台の医学生時代，私は将来ものを書いていこ

うと決意して，詩を作り，小説の習作を始めた。（中

略）すべてをなげうってものを書きだした青年の

あやうい生理が，私を神経衰弱状態に陥れた。一
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時ではあるが，私はシ ョウペンハウエルの，自殺論

など5編の小論をまとめた『自殺について』という

文庫本にのめりこみ，生はあやまちであり死こそ

本来の姿であるというような観念に囚われ，真剣

に自殺を考えたことがある，そして，自分が発狂す

るのではないかという恐怖を抱いていた30）。

死への圧倒的な親近感は，大学 2年の初夏のあ

る夜半，だしぬけに強く私を襲った。そのころ，私

は芥川龍之介の『歯車Jとか『或る阿呆の一生』な

どを繰り返 しよんで、いて，息、づまるような思いを

したし，自分の発狂への恐怖と憧憶とをこもごも

に感 じていた。『狂人の手記』と漠然と予定してい

た小説が，のちに『狂詩』という作品になり，同人

誌『文芸首都』の本欄に載ったものだが，これを書

くことで私は死へのめりこもうとする意識からよ

うやく脱出できた。それでも半年間くらい，自殺

に関する言葉は日記にちらほらしているが， 「死に

たくって，うずうずしちゃうな」などという太宰ふ

うの語句に至っては 完全におふざけである。（中

略）青年の観念的な死への傾斜は人生の始まりで

あるが，一面から見ればその大部分がマヤカシで

あり，さもなければ病気であるヘ

これは顕在発症（39歳時）より前の青年期エ

ピソードであり，本人も 「一体，この世の若者

で，死への誘惑を受けなかったものがどれほど

いょうか。よほどの強者か，相当に鈍感な者

かj9）と記述しているように，青年期特有の実存

的な悩みから生じた心理状態とみなすことがで

きる。一方でこれを前駆状態と位置付けて，青

年期には既に精神疾患の兆候が存在していた根

拠とみなすことも可能かもしれない。

うつ病期の希死念慮に関しては， 「鯵病患者

が自殺願望を抱くのは普通だけれど，僕は一遍

も自殺念慮というのを起こしたことはないんで

す」25）と述べている。しかし 1968年の遠藤周

作が座長の素人劇団『樹座』の公演に出演した

際の精神状態として， 「そのときの私は欝病に

おちいり，自殺したい発作をかろうじて堪えて

いる状態だったが，頼み込んで入団して主役を

もらったのに，今さら逃げ出すわけにはいかな

い」24）と述べたりもしている。しかも，この相

矛盾する記述は，ともに 2001年発刊のエッセ

イに著されている24.却注げ）。ただ し病歴全体を

通して自殺企図を疑う エピソー ドはなく， 「私

の場合は若い頃からどんなに欝病がひどくて

も，『死にたいJと口にするだけで，自殺しよう

と思ったことはない」24）との言及からも，持続

的で切迫した希死念慮はなかったと考える。

病前性格は，自身を 「分裂気質」と評する記

述が多い。

私の本質は分裂気質で，人間嫌いなところもあ

るのだ、19）。

私がどうやら分裂気質の人間で，数多の人間関

係は苦手のこと，時とともにどちらかといえば人

間嫌いになりそうだということヘ

私は本質は分裂気質だが，そのほかにどうやら

数年おきの大きな循環質の波があるら しい山口

精神科医の山中康裕は『さびしい王様j（文庫

版）の解説において，北杜夫の気質を 「一見典

型的操穆病的気分変動を呈する，多分に癒病気

質の混入した，その実，内気なはにかみを有し

た分裂気質」と評している。精神科医で実兄の

斎藤茂太は，北杜夫の性格分析の結果が 「分裂

性 24%，同調性24%，粘着性 17%，ヒステリ ー

性 14%，神経質 21%」であったことから， 「そ

れぞれの気質が高くもなく低くもなくマンベン

なく並んでいる。実に『円満』な性格だ。ナン

トカ性格と名前がつけられない性格だ。世の方

がたがご心配のソーウツと関係の深い同調性気

質もとくにずばぬけて高いというわけではな

い」39）のだが， 「逆にいえば はなはだ複雑にし

て怪奇なる性格で，父の性格も母の性格も，す

注17）回想内容の矛盾は他にも幾っか存在する。本研究

全般で注意すべきは， 北杜夫自身の言動をすべて鵜呑みに

はできないということである。操状態時の言動が誇大的で

ある可能性や回想録の限界（精神症状極期の記憶が｜凌昧で

ある場合や，晩年の記憶力低下の問題などに エッセイと し

て記述されることのバイアス（ユーモアと して誇張されて

いる可能性）などは常につきまとう 。喜美子夫人は，「操の

時でも欝の時でも，その生活ぶりはエッセイから読み取れ

る印象より，ずっと深刻なものです。主人は欝のほうが症

状が重かったのですが，私が楽なのも欝の時でした。操状

態の時は，もう私にはとても手がつけられませんでしたの
で」34）と述べている。
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べて取り入れたようにみえる」35ぬ）と指摘して

いる。ちなみに DSM-5では 「気分障害」の概

念がなくなり， 「双極性障害」と「抑うつ障害群」

がそれぞれ大分類に格上げされたが，これは近

年の生物学的な研究で 「双極性障害」と 「統合

失調症」の共通点が見出され7），両者を病態学

的に近縁疾患と位置付けようとする流れが背景

にある位）。 「分裂気質」という北杜夫の自己評

価は，今後，新たな視点から再検討されるべき

テーマであろう。

薬物療法は，前述したクロルプロマジンが，

エッセイ等に記載されている唯一の具体的な薬

物名である。それ以外には 以下のような記載

がある。

私は，昔は大変人だったが今は偉い医者になっ

ている同僚の NA医師に薬を貰っ ているが， 欝病

の新薬を与えられてもその名も聞かずどういう薬

かも聞くことはない。今はもう自分が患者とちゃ

んとわきまえているからである。おとな しく彼の

言うことだけを聞 く。我ながら何という立派な精

神病者であろうか2210 

そこでウ ツ病の薬を飲みはじめ，重い頭をかか

えてぽつぽつと文字を書 きつらねている次第であ

る17）。

そこで，私は欝病の薬を飲み始めたO 現在では

かなり良い薬ができていて そうすぐには効かな

いが，たとえば半年の欝病を半分にすることはで

きる 17）。

女房は， 「あなたの仮性ウ ツ病にはだまされたわO

薬をもっと飲んでよ」と 兄から貰ってきた牒病の

新薬を昼間から飲めと強要した出81。しかし それ

を飲むと眠くなって しまって仕事ができぬから，

私は睡眠まえにしかそれを飲まなかった17）。

主な担当医は，おそらく自身が所属した慶磨

注 18）この引用文（文献 17）の初出（雑誌掲載）は 1981

年である。炭酸リチウム（商品名： リーマス⑧）の日本での

販売開始が 1980年であり，また当時の日本では既に，カル

パマゼピンが攻撃的感情の爆発を安定化するために使用さ

れていた31。よって，この「操病の新薬Jとは，気分安定薬

であった可能性が考えられる。

大学病院精神科の同門医師であったと考えられ

る（ 1年後輩の医師から処方を受けているとの

記述がある） 2ヘ北杜夫自身が精神科医であっ

たことから，操状態が顕在化した 39歳時（昭和

41年）には早くも自己診断しており，同年には

『私は操病である』という エッセイを書いてい

る15)0 また 「病識」に関しては，次の記述があ

る。

これが私の特殊なところだが，操病患者の大半

は病識，つまり自分がいま精神病者であるという

自覚が欠如してしまうものだが ちゃんとそれが

わかっているどころか，威風堂々と宣伝してしま

うところにある山口

ただし甥で精神科医の斎藤章二は，「叔父は，

自らが精神科医であったために“年下の若造”

である担当医の説得など聞く耳を持たず，服薬

も自己流だ、ったので まともな治療をほとんど

受けずに経過した操欝病としては貴重な“症例”

だが，操修病を世に知らしめ，精神科受診の敷

居を低く して くれた功績は誠に大であるj40）と

述べており，病識はあるものの服薬アドヒアラ

ンスは低かったと考えられる。

四結 五同＝zu 

作家・北社夫を病跡学の対象とするにあたり，

まずは予備的研究として北杜夫の 「疎うつ病J
が，現代の診断基準と照らし合わせて 「双極 I

型障害」と同義であるかを検討した。北杜夫の

診断は，双極 I型障害として間違いなく，また

「急速交代型」と「混合状態」の特徴を有した時

期があったと考えられた。本論は，エッセイか

らの引用で大半を構成する形式となっている

が，見方を変えれば北社夫の作品内には 「双

極性障害Jを裏付けるための膨大かつ詳細な資

料が埋蔵されていることがわかる。今後は，本

論の結果を踏まえて，精神状態と創作との関連

性を主眼に，より精綴な考察へとつなげていく

予定である。操病エピ ソードが顕在発症した

39歳より前に，北社夫の代表作は数多く発表さ
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れているが，既にこの時期には気分変動が存在

しそれが創作に深く関与していたのではない

かと筆者らは考えている。その前段の基礎的研

究として，双極性障害の診断を確定させるとと

もに，大まかな病歴と病状の特徴を確認した。

本論に関連して開示すべき利益相反はない。

本研究は JSPS科研費 JP16Kl3194の助成を受

けたものである。
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